
保
健
婦
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
健
診
ミ
ニ
知
識

子
宮
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
数
の
減

少
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
“
子

宮
が
ん
検
診
”
と
は
、
ど
ん
な
検

診
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
、
問
診
…
正
確
な
記
入
を
！

問
診
票
に
は
、
月
経
歴
、
妊

娠
・
出
産
歴
、
婦
人
科
の
病
気

の
経
験
の
有
無
な
ど
、
診
断
す

る
際
に
大
切
な
情
報
と
な
り
ま

す
の
で
正
確
な
記
入
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

一
、
内
診
・
：
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
！

子
宮
が
大
き
く
な
っ
て
い
な

い
か
、
卵
巣
が
は
れ
て
い
な
い
か
、

膣
や
頸
管
に
異
常
が
な
い
か
な

ど
を
み
ま
す
。
診
察
台
に
上
が

る
と
緊
張
し
て
し
ま
い
、
お
な

か
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め

深
呼
吸
を
繰
り
返
す
な
ど
し
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
に
し

一
、
細
胞
診
・：
痛
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。子

宮
頸
が
ん
の
発
生
し
や
す

い
子
宮
の
入
口
の
部
分
を
、
綿

棒
等
で
軽
く
こ
す
り
と
っ
て
細

胞
を
調
べ
る
検
査
で
、
痛
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。
又
、
検
診
は
二

～
三
分
で
終
り
ま
す
。

市
で
は
各
公
民
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
3
0
歳

を
過
ぎ
た
ら
少
な
く
と
も
一
年
に

一
回
は
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま

小
児
マ
ヒ
ワ
ク
チ
ン
投
与

▼
対
象
者

生
後
3
か
月
か
ら
1
8か
月
ま
で

の
お
子
さ
ん
で
6
週
間
以
上
の
間

隔
で
2
回
の
投
与
が
原
則
で
す
。

し
か
し
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
投

与
で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
は
、

4
歳
ま
で
に
同
じ
方
法
で
投
与
で

き
ま
す
。

出
来
る
限
り
3
か
月
か
ら
1
8か

月
ま
で
に
投
与
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
日
　
程

○
俵
山
公
民
館

1
0
月
2
1
日
金
1
4
時
～
1
4
時
3
0
分

○
仙
崎
公
民
館

1
0
月
2
1
日
金
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

○
通
公
民
館

1
0
月
2
5
日
火
1
4
時
～
1
4
時
3
0
分

○
保
健
セ
ン
タ
ー

1
0
月
2
5
日
火
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

1
1
一
月
1
5
日
火
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

※
当
日
は
必
ず
母
子
健
康
手
帳
と

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ヘ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

②
2
1
1
1
　

内
線
4
1
1・4
1
2

直
通
②
5
7
6
7

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

を
次

の
日
程
で
行

い
ま
す
。

▼
対
象

者

保
育

園

（
児
童
福

祉
施
設
を
含

む

）
、
幼
稚

園
、
小
・
中

学
校
及

び

高
等

学
校
の
園
児

及
び
児

童
生
徒

で
3

歳

以
上

一
般

成
人

に
つ

い
て
は
行

い
ま

せ
ん
。

▼
接
種
方

法

1
～
4

週
間

の
間
隔

で
2

回
接

種
し

ま
す
。

▼
日
　

程

〔
1

回
目
〕

○
青

海
島
小
学
校

1
1
一
月
1
日
火
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

○
保
健
セ

ン
タ
ー

1
1
月
2
日
水
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

〔
2

回
目
〕

○
向
陽

小
学
校

1
1
月
8
日
火
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時

○
大

畑
小
学
校

1
1
一
月
8
日
火
1
4
時
1
5
分
～
1
4
時
4
5
分

ながと歴史散歩

第17回

命
を
か
け
た
難
工
事

金
左
衛
門
の
用
水
路

深
川
川
の
河
口
に
近
い

大
清
水（
お
お
し
み
ず
）の

水
源
か
ら
、
駅
前
の
商
店

街
を
縫
い
、
田
屋
の
農
地

に
至
る
長
い
水
路
が
あ
る
。

江
戸
中
期
、
永
田
金
左
衛

門
が
、
命
を
か
け
て
完
成

し
た
用
水
路
だ
。

永
田
家
は
、
代
々
田
屋
に
住

む
毛
利
の
家
臣
。
金
左
衛
門
も

藩
公
江
戸
参
勤
の
お
供
役
を
務

め
た
り
し
た
。

当
時
の
田
屋
原
（
田
屋
）は
、

土
地
は
や
せ
て
水
利
が
わ
る
く
、

い
つ
も
干
害
に
な
や
ま
さ
れ
て

い
た
。
金
左
衛
門
は
、
農
民
の

苦
し
み
を
見
る
に
し
の
び
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
考
え
つ
い
た
の
が
、

下
郷
の
湧（
わ
）き
水
（
い
ま
の

水
源
の
や
や
上
手
）

を
、
え
ん
え
ん
三

キ
ロ
、
田
屋
原
に

ひ
く
、
途
方
も
な

い
企
て
で
あ
る
。

彼
は
綿
密
な
計
画

を
た
で
、
資
材
な

ど
の
援
助
を
領
主

に
願
い
出
た
が
い

れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

す
で
に
晩
年
を
迎
え
て
い
た

彼
は
、
待
ち
き
れ
ず
、
自
力
で

工
事
に
か
か
る
。
こ
う
配
の
ゆ

る
い
長
い
水
路
。
流
れ
の
底
に

樋（
と
い
）を
敷
い
た
り
、
途
中

に
水
だ
め
を
設
け
る
な
ど
、
難

工
事
が
続
い
た
。

や
っ
と
水
路
は
完
成
し
た
も

の
の
、
彼
は
経
費
の
支
払
い
に

追
わ
れ
る
。私
財
も
は
た
い
た
。

苦
悩
の
果
て
、
彼
は
つ
い
に
、

袖
（
そ
で
）
ケ
浦
（
ガ
ラ
ガ
ラ
浜
）

に
身
を
投
げ
た
の
で
あ
る
。
文

化
四
年
二

八
〇
七
年
）冬
。
享

年
九
十
六
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
後
、
田
屋
の
地
は
、
野

菜
特
産
地
と
し
て
、
繁
栄
へ
の

道
を
た
ど
る
。

翁
の
顕
彰
碑
が
昭
和
三
十
五

年
、
三
上
山
に
建
っ
た
。（
三
）金左衛門顕彰碑(三上山)

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

俵
山
郷
区
の
宮
本
信
也
さ
ん
の

畑
で
は
、
出
荷
を
前
に
、
朝
早
く

か
ら
奥
さ
ん
と
2
人
で
、
夏
秋
ナ

ス
の
摘
み
と
り
に
お
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
ナ
ス
は
、「
大
成
」
と
い
う

品
種
で
、
気
温
の
格
差
の
あ
る
山

間
の
こ
の
地
に
適
し
て
い
ま
す
。

成
育
が
早
く
、
7
月
中
旬
か
ら

週
2
、
3
回
の
収
穫
が
1
0月
い
っ

ぱ
い
続
き
ま
す
。

特
産
品
づ
く
り
を
目
ざ
す
俵
山

農
協
の
指
導
で
、
地
区
の
1
4戸
の

農
家
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

市の人口( 10月1 日現在)

面　積　152. 29km
人 口27, 168 人（＋6 ）
男　　12, 752人（＋5 ）
女　14, 416 人（＋1 ）
世帯数　8, 579世帯卜6 ）

（　）は前月比

今月の納税

市民税 第3期

納期 10月31

日

第5回
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